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１．概要（Summary） 

電解質水溶液で満たされたマイクロチャンネルに

液体金属を導入する．電場を印加してエレクトロウェ

ッティングにより液体金属を駆動し(1)，液体金属の作

動部における充填率を変化させて熱スイッチング素

子を開発した．流路の寸法を変えて三種類のマイクロ

チャンネルを作製し熱コンダクタンスを測定した．最

大 1.6の熱コンダクタンス比を得ることができ，数値

計算によりデバイスの熱設計をすることができると

分かった．さらに高応答速度の熱スイッチを目指し，

MEMSを用いて流路を作製した．  

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ドラフトチャンバー，プラズマ CVD，スピンコーター， 

両面マスクアライナ 

【実験方法】 

基板をアセトン，エタノールで超音波洗浄し，超純水で

水洗いした後希フッ酸処理した．銅とシリコン基板の絶縁

のため P-CVD で SiO2 を成膜した．リフトオフ用犠牲層レ

ジストを塗布した後レジストを塗布しパターニングを行った．

レジストパターンの上からクロム銅を真空蒸着し，リフトオ

フでレジストを剥離させ，銅のパターンを作製した．SU-8

を塗布し，パターニングし流路を作製した．作製した流路

を双眼実体顕微鏡で観察しながらプローブを用いて液体

金属を流路に導入した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 に作製した流路の SEM 画像を示す．ネックを有

する流路を作製できたが，小さい円柱状流路の直径が

10m 以下の流路ではネックが見られなくなった．これは

ネックに対して紫外線の波長が長くなり多くの光がネック 

 

Fig. 1 SEM image of channels with a neck. 

 
Fig. 2 Image of a channel containing liquid metal. 

部分で回折したこと，現像の際にその他の SU-8 と共に剥

離してしまったことが考えられる．Fig.2 に液体金属を導入

した状態の流路を示す．液体金属の導入には成功したが，

電解質水溶液を導入することができず，電場を印加して

液体金属を駆動することはできなかった．電解質水溶液

導入用流路を作製する必要がある． 
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